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明大アジア史論集第 25号

《史料紹介》

オスマン近代演劇ポスターを読み解く （第 2回）

ムフスィン・エルトゥールルのブルサ公演 (1913年 6月）

江川ひかり

1. はじめに

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所には、オスマン帝国末期にイスタンブルで上

演されたオスマン近代演劇ポスター・プログラム 170点（以下、ポスターと略す）が所蔵されて

いる(I）。これらのポスターは、基本的に現在のイスタンブル都市閥内で開催された公演であるが、

唯一、 1913年 6月の国民劇団による二夜連続公演は、オスマン帝国の古都ブルサの劇場で開催さ

れた。同ポスターは、両面（画像番号 D-15、D-16)<2)のため、壁などへの貼り付け用ではなく、

上演予告として街頭で手渡される宣伝用のチラシであり、公演プログラムでもあるため、本稿で

は本公演のポスターに限ってはプログラムと呼ぶこととする。

本プログラムに記された合計 5演目すべてにおいて主役もしくは主役級の役を演じたのは、現

代トルコ演劇の巨匠といわれる名優・演劇人のムフスィン・エルトゥールル(MuhsinErtugrul: 1892 

istanbul-1979 izmir)<3)であった。筆者は、同プログラムの一部およびエルトゥールルについて『中

東・オリエント文化事典』 (4)において紹介したが、本稿ではプログラムの詳細を解説したい。な

ぜならば、エルトゥールルに関する論考および新聞・雑誌記事(5)は膨大に存在するが、本プログ

ラムを閲覧したと確認できる人物は、管見の限りトルコ演劇史研究の泰斗レフィク・アフメト・

セヴェンギル(RefikAhmet Sevengil: 1903-1970)の『トルコ演劇史： V立憲政期の演劇』および『ト

ルコ演劇史』 (6)にとどまっているからである。セヴェンギルは、 4頁からなる同プログラムがアラ

クス印刷所(AraksMatbaas1)のもので、オスマン演劇・トルコ映画の男優だったベフザード・ブタ

ク(BehzatButak: 1891-1963)私蔵(7)と記し、現代トルコ語転写を掲載している(8)。

セヴェンギルと双璧ともいえるトルコ演劇研究家のメティン・アンド(MetinAnd: 1927-2008)<9) 

は、『立憲政期におけるトルコ演劇 (1908-1923)』において、「1913年にムフスイン・エルトゥー

ルルが加わった劇団が創設された」 (10)と述べているが、ブルサ公演に関する具体的記述はみあた

らず、演目の一部を上演一覧表に挙げているにすぎない(II)。A．ヤルチュン『第二次立憲政期にお

ける演劇文学史』 (12)はセヴェンギルを参照し、同公演の演目に言及している。ヤルチュンによれ

ば、同プログラムが上演された 1913年の演劇界は 1911• 12年のそれと比べて非常に不作であっ

たが、その中で「最も注目に値する出来事が、エルトゥールルが創設した国民劇団(MilletTiyatrosu) 
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たJ(13)と している。このように史料的価値が裔い本プログラムを解読し、

この公演がもつ意味を明らかにしたい。

2.プログラムの翻訳

ムは、縦 28cmx横 42cmで両面印刷され、 のみアラビア文字とロ

記されてい

(14)彙日

（アラビア文字のトルコ語）

ムに記載さ ラ

りとは異なる場合がある。 0数字項目名とく＞

されている。以下に転写

ため、現代トルコの

［ ］は Sevengil(1968; 2015)) 

画像 D-15左

① 上演場所

Bursa Tiyatrosu'nda : 

② 

⑥
 

Millet Tiyatrosu 

T釦 h-ite'sis 1329 

④ ふれこみ

Fevkalade iki gece 

日

プルサ劇場で：

＜ > 1329 < 1913> 

いまだかつて見たこともない二夜

~ehr-i Haziran'm 3'iinci.i Pazarertesi gunil曲 am1ve 4'tincil Salt gilnli akt?aml s紐talafranga 9'da 

く財務暦＞6月 3日月曜日夜および4日火曜日
アラフランガ

ヨーロッパ式時刻の 9時に(15)

Mildir-i mes'ul : 

支配人：

Miid'ir-i um泣：

監督：

Kemal Emin Bey 

ケマル嘩エミン囀ベイ

Mehmed Halid Bey 

メフメド會ハーリド・ベイ

M血 Han1m/ M. ell•<Mademoiselle> Marie 

マリ嬢／マドマゼルマリ
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画像 D-15 

⑧ 男優の上半身写真

Ertugrul Muhsin Bey/ Ertoughroul Mouhssin bey06l 

エルトゥ ールル ・ムフスイン・ベイ

画像 D-15右

⑨演目

"”'.,...．9人'≫メ’．̀．よ`；

Birinci gece : Ma'sum Kati/ 3 perde-Fenar Bekcileri I perde : 

第一夜： 「無実の殺人者」 3幕一「灯台守」 1幕 ：

ikinci gece : Kapatma 2 perde-$ikago 9iftcisi 2 perde-Kor I perde : 

第二夜 ： 「情婦」 2幕一「シカゴの農民」 2幕一「盲人」 1幕：

⑩ 男優の顔写真（中央下）左側の触れ込み

Bursa'da fevkalade iki gece 

ブルサでいまだかつて見たこともない二夜

⑪男優の顔写真左上

Niyazi Bey I Niazi bey. 

ニャズィ ・ベイ
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⑫男優の顔写真 中央下

k細 iiBey I Kami! bey. 

キャーミル・ベイ

明大アジア史論集第 25号

⑬枠外下 プログラムの印刷所

Araks Matbaas1-Bab-1 Ali Ebtissuud Caddesi numero 57 

アラクス印刷所ー大宰相府地区エビュスーッド大通り 57番

画像 D-16右

① 初日の公演

Birinci Gece : 

第一夜：

② 第 l演目・構成

Ma'sum Kati/ 

dram 3 perde 

' ,、
＾らる”

．＾・
A. ↓ら— •

「無実の殺人者」

ドラマ 3幕

,,.,_r, 
• J 

..J ．． 

！ 

l テ←ぷよ )t;—
疇•ど9l

：―:竺1 1 え： ． ： ・・苔 | 1I ．之．．
.....,J.’心J9'

゜ ＇ .,., "-,~ 

・ン＇.. • 9, 
--a. 

画像 D-16 
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Celal s助irBey'in

ジェラール・サーヒル・ベイの く戯曲＞

配役

Serjak: 

Serjak Per[Baba Serjak:] 

Doloresi 

Miniye 

Mi~eIMiniye 

左

~enro 

Kleman 

Borten 

Doktor Derbi 

Simon 

2演目・構成

Fe面rBekeil紅 i[Fener Bekfilerげ17): 

dram 1 perde 

Ivon: 

Brohan: 

中央上

Kemal Emin Bey / K. Emin bey. 

ケマル◆工ミン・ベイ

At1f Bey / Atif bey. 

アートゥフ・ベイ

Ertugrul Muhsin Bey 

Kemal Emin Bey 

Niyazi Bey 

At1fBey 

k細 ilBey

Rifat Bey 

Ziya Bey 

Behzad Bey 

Abdiirrahman[ Abdurrahman] Bey 

Mari Hamm 

ドラマ l

Muhsin Bey 

Niyazi Bey 
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画像 D-16左

⑨ 二日目の公演

ikinci Gece : 

第二夜：

⑩ 第 1演目・構成

Kapatma 「情婦」

Kemal Emin Bey'in piyesi 2 perde ケマル・エミン・ベイの戯曲 2幕

⑪ 配役

右

Zekeriya Bey 

NamiBey 

和炊1Bey

左

Yahya Efendi 

Selman Efendi 

SbhretEfendi(18) 

⑫ 第 2演目・構成

$ikago <;iftcisi[ <;ift~isi] 

komedi 2 perde 

⑬ 配役

右

Mi.idir 

Sam 

Artilr 

Abone[Alone] 

左

K1rm1z Sakalh 

Bob 

Ji 

⑭ 第 3演目・構成

Kor 

dram 1 Perde 

Niyazi Bey 

k細 iiBey 

Ertugrul Muhsin Bey 

Kemal Emin Bey 

BehziidBey 

MariHan1m 

「シカゴの農民」

喜劇 2幕

NiyaziBey 

Kemal Emin Bey 

Ertu如 IMuhsinBey

BehzadBey 

k細 iiBey 

R1fat Bey 

MariHan1m 

「盲人」

ドラマ 1幕
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⑮ 配役

Piyer 

Jan 

Liz 

⑯ 男優の顔写真 中央上

Behzad Bey / Behzad bey. 

ベフザード・ベイ

⑰ 男優の顔写真 中央下

R1fat Bey I Rifat bey. 

ルファト・ベイ

⑱ 印紙(19)

Riisfim-i maktu'iki parad1r 

定額税 2パラ

3.作品解説

明大アジア史論集第 25号

Kemal Emin Bey 

Ertugrul Muhsin Bey 

Mari Hamm 

I DROIT FIXE ・ DEUX PARAS 

／定額税 2パラ

これらの 5演目に関しては、上述したようにセヴェンギルによって転写されているが、いくつ

かの点において、アンドおよびヤルチュンの記述と麒齢があるため、それらの点に注意しつつ演

目を紹介したい。

アンドによる 1908年から 1923年までのオスマン演劇上演一覧表（以下、上演一覧表と略す）

(20)によれば、第一夜第 1演目「無実の殺人者Ma'sumKati/」（ドラマ 3幕）は、ウジェーヌ・ブリ

ュー(EugeneBrieux: 1858-1932)血原作、ジェラール・サーヒルによる翻案作品で、 3幕の感情・悲

劇(hissi,facia)として 1912年にビネメジャン(22)によって上演された(MasumKati/, (Eugene Brieux ~

Celal Sahir) h.f. 3p Bi'12)。この上演一覧表では「無実の殺人者」とは別項目に「シモーヌ／赦し

得る殺人者／無実の殺人者（ブリュー原作） Simone/MazurKatil/Masum Katil(Brieux)」と 3つの演

目名で同一の芝居と理解された演目があり、同演目がエルトゥールルによる 1913年公演も含め

て、 1910年から 1920年までさまざまな劇団が上演したロングラン作品だったことが理解できる

(23)。セヴェンギルは、「無実の殺人者」がジェラール・サーヒル（エロザン）によって『シモーヌ

Simone』という作品から翻訳されたと記しており、これはおそらく『シモン SiMON,』が 1916年

にイスタンブルで出版されたという書誌情報にも依拠していたと推察される(24)。 本公演は 1913

年であるが、原作が翻訳後に脚本化され、上演後に翻訳書として出版されることは不自然なこと

ではない。実際、「無実の殺人者」に登場するセルジャクなどの配役名と、プリュー原作の戯曲に
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登場する 11人の配役のうち主要人物 9人の配役名とは一致している(25)ことから、 Simone/Mazur

Katil/Masum Kati!は、プリュー原作の 3幕ものの戯曲『シモーネ Simone』をもとにした翻案劇だ

と考えられる。

ブリューは 1890年および 92年の「2作が自由劇場に上演されて、劇作家としての地歩を固め、

社会問題、道徳問題等を盛った、いわゆる「問題劇」 piecea theseをつ たヽ」 (26)という。

加えてセヴェンギルも、 1912年のピネメジャン劇団による公演で、エルトゥールルが「無実の殺

じたこと、そしてこの劇を政治劇(Siyasipiyes)と指摘している(27)。

2演目「灯台守 FenarBekcileri」についてアンドは、トリスタン・ペルナール(TristanBernard（本

名PaulBernard): 1866-1947) (28)原作、イプニュルレフィク翻案、 ドラマ 1幕、 1909年にはオスマ

、1911年にはムナクヤン、そして 1913年にはエルトゥールルによって上演された(Fener

Bekrileri, Tnstand Bern紅 d-y.ibniirrefik), d. l p'09 SO'11 M'10 ME'13)!29)と記載している。ベルナー

ルは、「天性のユーモア作家で、時に皮肉や風刺をまじえ、その軽妙な作風は愛すべきものがある

が、

も

なく、軽演劇と呼ぶにふさわしい」 (30)と評されている。このような性格を

当時のオスマン演劇興行において、 3幕ものの悲劇のあ

とに上演される 1幕ものとしてふさわしい芝居といえるだろう。

これに対して、セヴェンギルは「灯台守FendrBekcileri」をエルトゥールル自らが翻訳したと述

べている(31)。実は、アンドが言及しているベルナール原作の「灯台守」と、セヴェンギルが述べ

ている「エルトゥールルが翻訳した」「灯台守j は別作品の可能性が高い。『オスマ

目録』によれば、スウェ トリンドペリ (JohanAugust Strindberg: 1849-1912)(32)の作品

（作品名は無記載）からエルトゥールルによる 16頁の翻訳本として、イスタンプルのケデル印刷

ら出版されている(33）。この翻訳本が出版されたのは 19I8年ではあるが、エルトゥールルに

よる翻訳であるとすれば、芝居が！913年に上演され、翻訳本がその 5年後に出版されたとして

も不思議でない。

ベルナールおよびストリンドベリの主要作品において、「灯台守」もしくは「ガンテラ番」「ち

ようちん番」の意味をもつ作品は現段階では見当たらず、その原作の確定はできない。ただし、

1演目のプリューの諸作品のみならず、ストリンドベリや後述するクールトリーヌの作品もさ

かんに上演されたのが、パリの自由劇場だった。自由劇場は、「商業演劇に不満を抱き、ゾラたち

の自然主義演劇論にも刺激されて、演劇革新事業に挺身しようと決意するに至った」アンドレ・

アントワーヌによって 1887年に設立された劇場で、イプセンやストリンドベリなどの外国の作

家を紹介して劇壇を啓蒙するとともに前衛劇場の先駆として国内はもとより外国にも影響を及ぼ

したといわれている(34)。とくに 1887年から 93年の間に書かれた「『令嬢ジュリー』その他の戯

曲における一続きの残忍な行為と速記的対話は、これ以上に極端なものはない自然主義演劇に達
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していて、 リのアントアーヌの自

ルはストリンドベリに傾倒しており、 1924

された」 (35)という。実は、エルトゥール

トリンドベリ生誕 75周年を祝うためにスト

ックホルムに赴いており、帰国後の l926年に、自ら翻訳した自然主義劇「父」 (1887)を、 1928-

29年には「令嬢ジュリー」 (1888)を上演している(36)。1912年にストリンドベリがこの世を去った

ことを考慮すれば、その翌年にあたる本公演でエルトゥールルが自 したストリンドベリ

品を、故人への追悼の意をこめて上演したことは意義深いといえよう。

第二夜の第 l演目は、［情婦 Kapatma」(2幕）でアン 「1913年ムフスィ

ン・エルトゥールル ME'l3」(37)とのみ記載されている。プログラムでは本公演の舞台監督（演

出家）でもある「ケマル・エミン・ベイ作」と記されているが、ヤージュの『1840年から l940

の間に出版された国内•海外翻訳小説目録』によれば、 1912 年に 28 頁の『情婦 Kapatma』がイ

スタンプルのネファセト印刷所(NefasetMatb皿 Sl)から出版されており、ケマル攀エミンの翻案で、

原作はジョルジュ・クールトリーヌ(GeorgesCourteline: 1860-1929)であるという(38）。この情報は、

マン語出脱葺籍目録』に記載された情報と一致しており (39)、1912年に出版

エルトゥールルらによって上演されたことにな

当時のプルサで若き教員だった、後の著名な小説・戯曲家レシャト・ヌーリー・ギュンテキン

(Re~at Nuri Giintekin: 1892-1956)がエルトゥールルヘ送った手紙によれば、この演目

作はクールトリーヌの『ブープーロッシュ Boubouroche』であった(40)。『プープーロッシュ』とは

1882年の短編小説で、同小説を脚色した散文喜劇が 1893年に上述したアンドレ・アントワーヌ

の自由劇場で初演され、劇作家としての地位を確保したクールトリーヌの出世作であるという (41)。

ロッ のプープーロッシュと 目の

配役名にはこれらのフランス語名は利用されてはいない。とはいえ「情婦」は 2幕ものであり、

がついた男優 5名および女優 l名から配役が構成されていることからも、こ

は『プープーロッシュ』であると推断される(42)。「この、間男、戸棚、そして欺かれながらあやま

クールトリーヌはリアリズムとユーモアとペーソスを盛り込み、戯曲、

小説ともに今日なお生彩を失わない」 (43) とも、「小モリエールと称される」 (44) あるいは「モリエ

る」 (45)とも評されているクールトリーヌの戯曲は、当時のオスマ

の物語であったと思われる。第 2演目の「シカゴの農民Si知gociftcisi」は後述する。

3涸目の「盲人 Kor」に関しては、アンドの上演表で 2作品がいずれもプルハネッディンに

よって上演されたと示されているが、 1913年の本公演に関しては言及されていない(46）。ただし、

は 1幕ものであるため、これらの 2作品どちらにも該当する可能性はある。加

えて主役がピエールな から、フランス語から と考えられる。
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以上のことから、アンドは本公演プログラムを閲覧していなかった可能性がある。もちろん上

述したように、「盲人 K位」をのぞいて他の 4作品をムフスイン・エルトゥールルが 1913年に公

演したことを把握じているため、別の情報源から公演情報を入手していたはずであるが、

アンドが本プログラムそのものを手にしたのであれば、詳細に検討し、その情報をもれなく掲載

すると推察されるからである(47)。

さて、 とりわけ興味をもっ 第2演目の「シカゴの農民Si知go9iftcisi」である。

は、アンドによればマーク・トウェインの原作で、ラーシト・ルザ(Ra甜R1za(RR))

およびアフメト・フェヒーム (AhmetFehim(AF)）らの感情教育者劇団(MH:Miirebbi-i Hissiyat)f48l 

によって 1913年に上演された(49)が、国民劇団による公演に関する言及はない。セヴェンギルに

とは、オスマン演劇に 50年以上にわたり貢献したペフザード・プタクが

l909年「3月31日事件」の発生によってイスタンプルにおける演劇活動を中断し、一時的にイタ

リアに渡り、帰国した後に創設した劇団である(50)。ただし、感情教育者劇団が上演したレパート

リーの中に「シカゴの農民」は含まれておらず、さらに劇団内の内紛によって公演は 1910年内に

られたと指摘されている飼ため、上述のアンドの記録と上演年代が食い違う。

ところでヤルチュンは、本作品を「シカゴ農民新聞（翻訳、喜劇 2幕） $ikago(;iftfi Gazetesi 

(Tercilme, komedi 2 perde)」（52)と記しているが、プログラムには「シカゴの農民$ikago(;iftcisi」と

ヽるため、プログラムを閲覧しなかったか、閲覧していたが誤記したかの可能性がある。

ンドもセヴェンギルも「シカゴの農民」とは別演目として「シカゴ農民新聞」を挙げてい

る。ただし、上演一覧表では「シカゴ農民新聞」 (2幕）の原作者は無記載で、 1914年にオスマン

東洋ドラマカンパニー(OsmanhSark Dram Kumpanyas1)による上演だった。

セヴェンギルによれば、第一次世界大戦後の 1919年 5月 l8日に元内務大臣ジェマール・

ベイの後援で、イスタ

イの講演で始まり、主要演目ア

と2

ンパニーによって開催 ジェマール・ペ

ュルハック・ハミドの「ネステレン Nesteren（野バラ）」（54)の

もの喜劇「シカゴ農民新聞」がイスタンプル旧市街シェフ

の国民劇場(MilletTiyatrosu)で上演されている(55)。ただし、この 2つの芝居の配役人

1913年の芝居とは人数が一名ずつ合致していないため、エルトゥールルらの戯曲をアレン

ジしたものか、あるいは新作品であった可能性もある。この 1919年の公演は、国民劇団(Millet

Tiyatrosu)によるものではないが、開催された劇場が国民劇場(MilletTiyatrosu)だったことに注意し

なければなるまい。

筆者は、アンドが「シカゴの農民」の原作者をマーク・トウェインだと記していることから、

マーク・トウェイン作品一覧を調べてみたが、管見の限り「シカゴの農民」という題の作品を探

し出すことができなかった。ただし、マーク・トウェインの 1870年の短編に『農業新聞を私はど
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んなふうに編集したかHowI Edited an Agricultural Paper』(56)がある。この短編は、ある農業新聞

の編集長が休暇ででかける一定期間、農業経験・知識のまったくない臨時に雇われた男が滅茶苦

茶な記事を書いて新聞を発行したために、ある読者を怒らせ、ある読者の気をふれさせ、多くの

とが新聞社に集まってきて、その結果、かつてないほどに新聞は売れたが、正式の編集長も

騒ぎに気がつき、男を非難・解雇する物語で、社会批判・風刺、不条理、喜劇性を有した作品と

例えば、男が書いた記事には、カプは木になるもので、揺さぶって採るものだ、「収穫期

が遅れるのは分かりきったことだから、八月でなく七月のうちに、 トウモロコシを移植し、そば

粉を播くとよい」、「カボチャ うまくいかないこと

められているからである」、「さあ、 、雄ガチョウが卵を産み始めるので」 (57)

などと記された。つまりこの作品は、こと を効かせる、舞台化する

が中心となった小説である。このようなことば遊び、喜劇、不条理という要素は、 19世紀末イス

タンブルに開花したオスマン近代演劇のなかでもとくに即興性とことばの掛け合いを重視

統演劇および大衆演劇（トゥルアート）と共迪す0妾索―Cめつ

原作者のマーク・トウェインは、『トムソーヤーの冒険』や『ハックルベリィ・フィンの

等で著名なアメリカの小説家である。なぜこの作家の短編が l9l3年のプルサで上演されたのか。

アメリカでは南北戦争終結からわずか 2年後の 1867年、平和の回復に加え、豊かになった階層

という (59)。同年春に、当時全米で最も有名な牧師の主宰する教会がスポン

サーとなって、ヨーロッパおよび中近東のキリスト教聖地をめぐる観光旅団が計画された。マー

ク・トウェインはこの旅行にサンフランシスコ最大の新聞社と原稿報酬契約を結んで旅費を支出

してもらい参加し、漫遊旅行の記録として 1869年 に 乃eInnocents Abroard or乃eNew Pilgrim~ 

Progress仰） （『無垢なる者たちの外遊、あるいは、新天路歴程』 (61) ）を出版している。この旅は、

大部分は上流階級からなる合計 76人が参加し、 1867年 6月8日にニューヨークを出発し、ジプ

ラルタル、タ 地中海諸都市を見物したのち、アテネ、コンスタンティノープル

（イスタンプル）から してクリミ ヴァストポリ、 ッサ、ヤルタを巡って、

再びコンスタンティノープルヘ戻った後、スミルナ（イズミル）、エフェソス

ルートから陸路エルサレムまで巡り、カイロに着いてスフィンクスとピラミッ

フェス）、ベイ

したのち、

スペインヘ出航しており、 11月 19日にニューヨークに帰国するという 5ヶ月 11日の大旅行とな

つ］こm したがって彼のこの旅行記は同時代のオスマン帝国を観察した貴重な史料といえる。

-の漫遊旅行から帰国後に執筆された『農業新聞を私はどんなふうに編集したか』のなかには、

となったあと ている てき

人公の「私はひそかに考えた、さて、私がもし君にエジプト行きを勧めて、君がそちらへ行って

しまったのなら、私が仕事に慣れるチャンスもあっただろうが、現実には君は行かないで、ここ
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にちゃんといるんだから、まあ、そんなところだと思っていたよ」 (62)という旅を踏まえての独白

があるc

以上、 1913年 6月のブルサでエルトゥールルによって上演された 5つの演目について解説を試

み、 5演目のうち 3演目の翻訳書が出版されていることを確認できたが、翻訳書およびそれらの

戯曲を読むことはできなかったことをお断りしたい。

4.おわりにかえて：ムフスイン・エルトゥールルにとっての本公演の意義

本公演の主役を演じたムフスィン・エルトゥールルは、オスマン近代演劇からの伝統を引き継

トルコ共和国以降の現代演劇を牽引した俳優、舞台監督、演出家、脚本家である。エル

トゥールルはまた、演劇活動の傍ら、 トルコ映画の草創期(l9224939)の礎を築いた映画監督でも

あり、 1922年、初の民間映画制作会社ケマル映画社を創設した映画産業の草分け的存在でもあっ

とはいえ、エルトゥールルに関する日本語の論考は、アンカラ劇団などに所属し多くの演

ドウン・ヤマンラールの小論的と同小論で紹介されたエルトゥールルと

アタテュルクとの重要なエピソードを引用させていただいた拙稿{65)など数少ない。

エルトゥールルは、オスマン近代演劇を切り拓いた重要人物であるアルメニア人演劇家マルト

ロス・ムナクヤンの舞台を観て俳優を志し、 1910年 7月30日、当時大人気男優プルハネッディ

よる「シャーロック・ホームズ」のボプ役で初舞台を踏んだ(66)。それまで注目を浴びる

役者として認識されてこなかったエルトゥールルは、ビネメジャン劇団が上演した「無実の殺人

による役によって瞬く間に第一級の男優に躍り出たという (.67)。セヴェンギルは、「エルトゥー

ルル・ムフスインは、 1913年、彼の 3番目となる劇団を立ち上げた。劇団は当初はイスタンプル

のさまざまな地区で上演活動をおこなった後、プルサヘ赴いたと述べていることから、

がエルトゥールルの劇団であったと解釈している(68)。ただし、プログラムにも記載されているよ

うに、 ケマル・エミン・ベイとメフメド・ハーリド・ベイであり、ケマル・エミ

ン・ベイは、配役としてもエルトゥールルとほぼ同等に主役を演じていることが理解され、

がケマル・エミン・ベイの戯曲であることからも、筆者は国民劇団がエルトゥールル「の」劇団

ということにはいささか躊躇してしまう。とはいえ、プログラムの配役の中でもっとも大きな写

トゥールルであり、この興行の看板役者がエルトゥールルであることに疑いはない。

19l3年 6月に、エルトゥールルはなぜプルサ巡業をおこなったのであろうか。オスマン帝国で

は、 1908年に青年トルコ人革命が起こり、第二次立憲政が成立した(69）。アプデュルハミトニ世（在

位 l8764909)の専制政治に終止符が打たれると、数多くの劇団が生まれ、自由を謳歌する戯曲が

ぞくぞくと れた(70）。しかし、この革命の混乱に乗じて、プルガリアが東ルメリアを併合し
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し (10月 5日）、オーストリア＝ハンガリーは、ボスニア曇ヘルツェゴヴィナ

を完全併合した (lo月6日）。さらに 1911年、オスマン帝国支配下のアルバニアにおける反乱鎮

圧をめぐって、イタリアがオスマンに宣戦布告 (9月29日）し、リビアのトリポリを併合 (ll月

5日）したため、オスマンとイタリアとの戦争が勃発した。このような対外戦争に直面して、イ

タリアに対する敵対感情を高揚させようとする意図から上演された芝居も確認されている(71)。

そして 1912年、オーストリア＝ハンガリーによるボスニア憲ヘルツェゴ

パン・ゲルマ

セル

を標榜するドイツが支持したため、ロシアは、パン・スラヴ主義の姿勢を強

プルガリア、モ グロ、ギリシアから構成されたバルカ

バルカン同盟は 1912年 l0月、オスマン帝国に宣戦布告し、バルカン戦争が勃発したのであった。

1913年 5月 30日に結ばれたロンドン条約（かによって、オスマン帝国はバルカンにおける広大な

こととなった。

ロンドン条約が締結された直後の 1913年 6月 11日、イスタンブルでは大宰相兼陸軍大臣マフ

ムト・シェヴケト壽パシャ(M曲mud~evketP邸a: 1856-1913)がパヤズィト地区にある陸軍省から出

たところで政敵の陰謀によって暗殺された(73）。その後、イスタンブルにおける日常生活に混乱が

生じ、演劇活動は短期間休止されることとなったため、エルトゥールルと仲間たちは大宰相の葬

日、プルサヘ行って公演を実施したという (74)。実は、この大宰相シェヴケト・

1908年の青年トルコ人革命から五年の時を経て、革命をリードした統一派の単独政権の

「シェヴケト・

さ

こそ、

立憲政を二分する画期と パルカン戦争敗北によるヨーロッパ領喪失とも相侯って、オス

マ な時代を迎えたのだった」 (75)と るヽ。

し、

エルトゥールルは 1911年にはじめての演劇の武者修行にパリヘ渡り、コメディ＝フラン

70歳の男優が演じた「ハムレット」に感動したのをはじめとしてさまざまな舞台を鑑賞

ただし、パリのシャトレ座で上演されていた [80日間

」が当時として っていたが、エルトゥ ＜
 

興味をそそらなかったと述べている(76)。パリから 1912年に帰国し、仲間たちとハムレットを上

上述した「無実の殺人者」が出世作となったのであった。そして本プルサ公演から

イスタンプルに戻るとエルトゥールルは、すぐに再びパリヘ赴き、演劇人たちと交流し、劇評を

ことになる。そして第一次世界大戦が勃発する l9l4年には、イスタンプルに創設された

リュリュベダーイー

マン演劇学校に合格し助教となるのである。

以上のことから、

いえパリで見聞したフラ

した 1913年 6月のブルサ公浪は、エルトゥールルが短期間とは

とりわけコメディ＝フランセーズで観た「ハムレット」を帰

国後すぐに上演した後、一線級の役者として歩み出したお披露目公演として位置づけられるだろ
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う。とくにパリの自由劇場によった自然主義・社会派・不条理演劇を二夜連続のプルサ公浪でト

）レコ演劇界に紹介した意義は大きいと考えられる。オスマン帝国の政治情勢から観た場合、青年

トルコ人革命からバルカン戦争、大宰相暗殺事件と国家の衰退・社会不安が時々刻々と高まる中

で、のんきにフラ

-のよう らこ オスマ

う。しかし、

ちの熱

が結集された歴史的公演であり、その中心的役割を果たしたエルトゥールルの演劇人生にと

っても、ひとつの大きな節目となったといえよう。

付記：本稿は、科学研究費基盤研究（C) 「オスマン帝国末期イスタンプル都市社会における近代演劇：帝国

と大衆とを結ぷ装置」（課題番号 19K01026:

(l) 夕 スタンプルの と

り起こす」『お茶の水史学』 62(2019,p.229) 

に詳しい。ポスターに基づく研究は、永田雄三・江川ひかり『世紀末イスタンプルの演劇空間

2015;Yuzo Nagata & Hikari Egawa, Bir K切 tinToplumsal Tarihi 

Apsmdan Osmanll'nm Son Doneminde jstanbul'da Tzyatro ve <;匹resi,istanbul, 202l(forthcoming)を参

照されたい。またポスターに記された基本情報は「劇団別基本表」として、東京外国語大学ア

ジア・アフリカ

ー」の一環で、画像とともに 2017

ンタ 「オスマ 夕

ウェ ト(h叩s://osmanlitiyatro.aa-

ken.jp/)で公開されている。なお、同ポスターコレクションの史料紹介は拙稿「オスマン近代演

ターを読み解く（第 1回）「中国革命(<;inihtilali)」（l912)」『明大アジア史論集』24

pp.45皿 62)からの連載であるため、重複する記述があることをお断りしたい。

(2) D-15, D-16とは上述のサイト上の画像番号を意味する。

Cahslar, "ERTUGRUL, Muhsin," Tiyatro Ansiklopedisi, Ankara, 1995, ss.20 l-203亨

(4) 拙稿「ムフスイン・エルトゥールルー現代トルコ

赤堀雅幸『中東・オリエント文化事典』丸善出版， 2020,pp.440-441. 

(5) エルトゥールルの回想録(Ertugrul,Muhs血 Bend四 SonraTufi叩 Ol加 1sm:Amlar, istanbul, 2007, 

2.basim, (Lb邸 1m1989)）をはじめ、近現代トルコ演劇に関する研究書を、エルトゥールルを語らず

して執筆はできないといえる。電子情報では、イスタンブルにあるアタテュルク囮書館の文書

コレクション(EvrakKoleksiyonu)の中に、ムフスイン・エルトゥールル・コレクションも存在

し、 2014-15年ごろには内容も HP上から自由に閲覧できたが、現在は自由に閲覧できなくなっ
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ている(iBBAtatiirkkitapl直~ (2019年 12月25日閲覧）。加えてイスタンブルにある

ミーマール・スイナン芸術大学芸術学部映画・テレビ学科(Mim紅 SinanGiizel Sanatlar Oniversitesi, 

Giizel Sanat Fakiiltesi Sinema-Televi巧onB卵liirnii)図書館にはエルトゥールルに関する複数の記録

映像（例えば「トルコ映画史 4」(44分 10秒））などが所蔵され、館内で視聴可能である（同大

学同学部映画・テレビ学科副主任のアスイイェ・コルクマズ(Prof.Dr. Asiye Korkmaz)教授へ篤

(6) Sevengil, RefikA血 eLTiirkTwatrosuTarihi V.•M叩rutiyet 万yatrosu, is血 bul,1968 ss.154-156; Turk 

Tiyatrosu Tarihi, Istanbul, 2015, ss.666-669．セヴェンギルに関してはトルコ宗教財団版『イスラー

ム百科事典』 (Okay,M. Orhan, "Sevengil, Refik Ahmet," Tiirkiye Diyanet Vakfi islam Ansiklopedisi（以

下、 DiAと略す）， gozdeng叩rilm科3.b邸 1mEk-2, Ank紅＆ 2019,ss.497-498)に詳しい。 2015

の『トルコ演劇史』は、セヴェンギルが 1960年代に出版した『トルコ演劇史』 3 巻

(1968)をはじめとする複数の著作を、彼の没後に関係者が編集・出版したもので、索引もあり便

利だが、原著からの省略や誤記がある

(7) Sevengil 1968 s.156.ポスター・プログラムの印刷所に関しては江川(2019)に、ブタクに関し

ては、 ~ahin, Hilmi Zafer, "Butak, Behzat," (Dilnden Biigiine istanb叫Ansiklopedisi,cilt 2, istanbul, 1994, 

ss.342-343)を参照されたい。

(8) Sevengil 1968 ss.155-156. 

(9) Mアンドの研究対象は狭い意味での演劇にとどまらず、アナトリア地域の土着文化ともいえ

るラクダ芝居書村芝居、中国起源説など議論がある影絵芝居（カラギョズ）・人形劇などをふく

めた総合芸術としての演劇を対象としており、ご自身がガラタサライ・リセ出身であることか

らフランス語・英語にも堪能で、世界の演劇

たトルコ アンドの研究の多様性に関しては、前掲『イスラーム

百科事典』 (Koz,M. Sabri, "AND, Metin," DIA, gozden gei;irilmi~ 2. bas1m Ek~l,istanbul; 2016, ss.96-

97)および傘寿記念論集(Haz.,M. Sabri Koz, Metin And'a Armagan, istanbtil, 2007)、あるいは 1986

年の日本滞在期間に開催された速続講演会の記録（永田雄三通訳、江川ひかり記録「『メティン・

アンド氏連続講話会』第 1回」『トルコ

1989年刊同誌第 4号まで連載）などに詳しい。

(10) And, Metin, Me~rutiyet Doneminde Turk Tiyatrosu (1908-1923): Ankara, 1971, ss.54-55. 

, 1986, pp.23-33. 

(11) And 1971 s.296, 299,300,303,304. 

(12) Yal91n, A!emdar, II. Megrutiyet'te Tiyatro Edebiyatl Tarihi, Ankara, l985(Lbask1), s.38, 342; 

2002(2.baski), ss. 41, 298-299. 

(13) Yali;m 1985 s.38; 2002 s.41. 
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(14) 転写法は Develliog!u,Ferit, haz會， Osmanllca-Turki;eAnsiklopedik Lugat(Ankara, 2001, 18. bask1)に

従ったが、分かち書きされている場合（例 fevk-alふde) のハイフンは割愛し、

Redhouse, James W. Sir, 1l紅がshEnglish Lexicim(istanbul, 2005, 

(15) 財務暦の日付を西暦換算すると 19l3年 6月 16日（月）・ 17日（火）の「夜」となるc ただ

し、上演時刻が「アラフランガ」、すなわちヨーロッパ式時刻の夜 9時と指定されていることか

ら、財務暦の l6日は 16日の日没から始まるので、実際の上演は「l7日（火）および 18日

の夜 9時開演」であったとセヴェンギル(Sevengi!1968s.155;2015s.667)およびヤルチュン(Yal;:;m

2002 ss.298-299)は解釈している。財務暦に関しては江川(2020)でも述べたが、オスマン帝国に

おいて 17世紀後半から財政上の公務に用いられ始め、 19世紀中葉からは一般にも流布した、

ユリウス暦太陽暦を踏襲した暦である（「オスマン朝の財務暦（ルーミー暦）」一

黒木英充編『イスラーム研究ハンドプック』栄光教育文化研究所， 1995,pp.428-483)。

(16) プログラムの配役およ された名前は「エルトゥールル・ムフスイン」と さ
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